
３ 人 そ ろ っ て 初 登 校
写真／４月10日、お兄ちゃん2人に守られながら、3人
そろって初登校
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さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページにも掲
載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれでも
見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことができるよ
うに工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

www.town.iide.yamagata.jp

ひと目でわかる！　役場利用ガイド
施設の位置図／各部署の担当業務／職員の配置

03

平成29年度の施政方針と予算
施策方針、町の予算、主な重要施策、主な事業の概要

09

町の主な定住対策・子育て支援施策13
健康♡元気いいで町ポイント事業14
中津川雪祭り16
表彰者の紹介／町民川柳17
臨時福祉給付金（経済対策分）の受付開始／「山形ふるさ
とCM大賞」出品作品募集18

６月から水道料金が変わります／春グマに注意！19

まちかどＮＥＷＳ
町営学習教室「いいで希望塾」中学３年生閉塾式／にぎわ
い再現プロジェクト委員会活動報告会／黒沢区協議会が
除雪機械などを整備　ほか

20

直伝おふくろの味22
子育てファイル／あ～す図書室情報23
いいで・ヘリテイジ／町長の見て歩き24
健康ikiikiプラス25
お知らせ／戸籍の窓／人の動き／編集後記26
飯豊町帰郷希望女子応援プロジェクト28

今月の

表　紙

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

兄妹３人そろっての登校に、
嬉しそうな表情の３人。

　４月７日の入学式を経て、
１０日に３人そろっての初登
校日を迎えました。第一小
学校に通う松山凛勇（るい）
君（６年）、凛矩（りく）
君（３年）、新１年生の栞奈
（かんな）さんの３人は、
おうちの方に見送られなが
ら、少し緊張気味の初登校
です。お母さんは、頼もし
い２人のお兄ちゃんに連れ
られて登校していく姿を見
て、嬉しそうにほほ笑んで
手を振っていました。

兄妹３人で
仲良く初登校
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飯豊中学校
町民スポーツセンター

役場庁舎

煙健康福祉課
煙訪問看護ステーション
煙国保診療所
煙介護老人保健施設「美の里」

町社会福祉協議会
福祉の里めざみ
ひめさゆり荘2号館

健康福祉センター

町民総合センター
「あ～す」

煙こどもみらい館

ガソリン
スタンド

コンビニ
至萩生

県道
至手ノ子

白椿地区公民館

電器店

簡易郵便局

薬局

学校給食共同調理場

至椿駅 至萩生駅

つばき保育園

福祉事業所
でんでん

椿 地 内

FILE１

　役場の各課はどんな業務を担当していて、職員体制はどうなっ
ているのか。また、施設はどこにあるのか。ひと目でわかるよう
にお知らせします。

平成２９年度版

町民の皆さんの健康や福
祉に関する業務は、こち
らの施設の健康福祉課で
担当しています！
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ひと目でわかる！
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健康福祉課の主な業務

健康福祉課

健康医療室 ／医療、健康推進、健康診断、予防接種、
母子保健、感染症予防、食生活改善
福祉室 ／高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、介
護保険、高齢者総合相談窓口、介護予防
訪問看護ステーション ／訪問看護（主治医の指示に
よる療養上の世話・診療補助）

煙健康福祉課

福祉室・地域包括支援センター

  志86―2233　思86―2230

健康医療室 

  志86―2338　思86―2230

煙訪問看護ステーション

  志86―2232　思86―2229

煙国保診療所 

  志72―2300　思72―3375

煙介護老人保健施設「美の里」

  志86―2117　思86―2118

子どもの保健や介護保険制度など

福祉に関するご相談は、健康福祉

センター（健康福祉課）まで

健 康 福 祉 セ ン タ ー 国保診療所介護老人保健施設
「美の里」 健康福祉課

健康福祉課
訪問看護ステーション

隔隔
国保診療所
隔隔

美の里
隔隔

つばき
保育園 でん

でん

社会福祉
協議会

学校給食
共同調理場

MAP／椿地内

社会教育課

生涯学習振興室／生涯学習、公民館、文化財、生涯スポーツ、青少年健全育成
まちづくり室 ／町民総合センター管理・運営、音楽からのまちづくり、文化振興、芸能、めざみの里まつり、　
　　　　　　　にぎわい再現プロジェクト

煙社会教育課

　生涯学習振興室・まちづくり室・図書室

　　志72―3111　思72―3163

煙こどもみらい館　志72―3336

町 民 総 合 セ ン タ ー

図書室

こどもみらい館
隔隔

北

生涯学習振興室
まちづくり室

社会教育課の主な業務
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FILE２
各部署はどの建物にあって

何を担当しているのか

住民税務課

住民室／戸籍、住民基本台帳、外
国人登録、印鑑登録、埋火葬の
許可、国民健康保険、後期高齢
者医療、国民年金
生活環境室／交通安全、防犯、環
境衛生、環境保全、廃棄物処理、
住民相談、墓地、犬の登録、公
共交通、消費者行政、空家対策
税務室／住民税、固定資産税、軽
自動車税、国民健康保険税、町
税の納税支援
会計室／町公金支払い、現金の出
納、物品の管理、指定金融機関

地域整備課

建設室／道路、橋梁、河川、建築確
認、町営住宅、公共土木施設災害
復旧工事、除雪
上下水道室／水道、水道料金、水道
開栓・閉栓、農業集落排水、農業
集落排水使用料、合併浄化槽、個
別処理使用料

教育委員会・教育総務課

学校教育振興室／教育、学校、ス
クールバス、学校給食、奨学金
子育て支援室／子育て支援、幼稚
園、保育園、児童虐待防止

※社会教育課まちづくり室と生涯学
習振興室は、町民総合センター
「あ～す」内

役場内にある部署の主な業務

１ 階

s e c tio n 's a ffa irs

総務企画課・選挙管理委員会事務局

行政管理室／町長秘書、法令、選
挙、自治組織、入札、町有財産、
統計、個人情報保護、指定管理
者制度の施行

総合政策室／座談会、陳情要望、
地域活動支援、財政、予算、総
合計画、土地利用計画、NPO、
男女共同参画

情報防災室／消防、防災、遭難対
策、国民保護、広報、情報化

特別政策室／地方創生、移住定住

農林振興課・農業委員会事務局

農業振興室／農業振興、生産調整、
農業経営、畜産振興、地産地消

農林整備室／農地保全、農村環境
整備、財産区、林業振興、山林
保全、治山、治水、砂防

農地管理室／農業委員会、農地の
権利、農地転用、農業者年金、
新規就農支援、担い手

商工観光課

観光交流室／観光、観光開発、特産
品、観光物産、第３セクター、白
川ダム、グリーンツーリズム

産業連携室／商業、工業、雇用、労
働者、飯豊ブランド創設、第６次
産業化推進、xEV飯豊研究センター

２ 階

議会事務局・監査委員

　町議会、町行政と財務の監査

※組織機構の改編
　総務企画課に特別政策室を設置
しました
※土・日・祝日の出入り口
　役場庁舎の土・日・祝日の出入
り口は庁舎裏側玄関の南側です
◆問合せ先／役場総務企画課行政
管理室緯87－0520

３ 階

志72―2111廠　思72―3827

役 場 庁 舎

役場

飯豊中学校

町民総合
センター

健康福祉
センター

白椿地区公民館

GS  コンビニ

MAP／椿地内

北
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総務企画課
町長室 副町長室

教育長室

正面玄関

議会事務局

議場

住民税務課

地域整備課
教育総務課

指定金融機関

農林振興課

農業委員会

産業活性化担当
商工観光課

１階

２階

３階
役場庁舎内各課の配置

健 康 医 療 室

室長　金田正寿
主任保健師 遠藤悦子
保健師　太田淳美
保健師　小圷聡美
保健師　伊藤明美
主事　屋島さおり
福 祉 室

室長　伊藤芳典
主査　後藤智美
主査　渡部賢一
主査　渡部真知子
主事　嶋貫朋美
主事　渡部弘樹
訪問看護ステーション

(兼)管理者 峯村智美
看護師　髙橋浩子
看護師　嶋貫玲子
看護師　河井祐子
地域包括支援センター

(兼)主査 　渡部賢一
(兼)主査   渡部真知子
(兼)主事　嶋貫朋美

派

嘱

嘱

派

嘱

嘱

異 昇

嘱

主任　木村忍
副看護師長 斎藤ゆり子
看護師　笹川いち子
看護師　梅津英子

（併）介護老人保健施設長
所長(医師) 橋本直土　

国 保 診 療 所

手 ノ 子 幼 稚 園

園長 伊藤やよい
教諭　後藤祥子
添川児童センター

館長　渡部銘子
児童厚生員 奥村唯
子育て支援センター

所長　藤川典子
こ ど も み ら い 館

(兼)館長　藤川典子

飯豊わくわくこども園

園長　渡部恭子
幼 児 部

部長　鈴木美紀子
主査　髙世恵美子
主査　八島秀子
保育教諭　安部早苗
保育教諭　井形貴子
乳 児 部

部長 佐藤麻理子
主査　遠藤理恵子
保育教諭　深谷智美
保育教諭　松山里佳
保育教諭　伊藤綾音
調理師　五十嵐信子
つ ば き 保 育 園

園長　舘石みゆき
主査　後藤恵美子
主任保育士 志田登紀子
主任保育士 岡田恵美
保育士　渡部悠理恵
保育士　熊谷まどか
保育士　宮本由紀奈
保育士　佐藤瑠音
調理長　島田章久

幼児施設など

異

（兼）地域包括支援センター所長
（兼）訪問看護ステーション所長

健康福祉センター

健 康 福 祉 課

課長 伊藤勝昭 　

(兼)事務長 後藤圭一

(兼)事務長 後藤圭一
(兼)主任 木村忍
看護師　渡部みゑ子

総務企画課付

主査　志田ちあき
主査　小松絵美

置賜広域病院組合派遣

派

学校給食共同調理場

場長　立石美智雄
栄養教諭 河内真紀子

派

飯豊中

学校教育振興室所管
飯豊中技術員  菅野学

異

異

新

新

新

新

新

昇

昇

異 昇

昇

異

異 昇

嘱

嘱

新

(兼)主任　木村忍
副技師長　井上由香
看護師長　峯村智美
主任看護師　鈴木優子
主任看護師　手塚優子
作業療法士　木村康之
作業療法士 梅津奈瑠美
看護師　吉田江美
看護師　髙橋とき子
医療介護専門員 嘉藤正憲

事務長 後藤圭一 異 昇

国保診療所

附属中津川診療所

介護老人保健施設

再

教育長 熊野昌昭副町長 嶋貫吉晴町 長　 後 藤 幸 平

（前職名）退職職員

渡部恵介　（会計管理者）
嘉藤正憲　（介護老人保健施設事務長(兼)国民健康保険
　　　　　診療所・付属中津川診療所事務長）
小松一芳　（商工観光課長(兼)観光交流室長）
宇津木耕一（社会教育課長(兼)まちづくり室長(併)町民総
　　　　　合センター所長）
横澤喜美子（教育総務課飯豊わくわくこども園幼児部長）
長岡とし子（教育総務課手ノ子幼稚園長）　
井上弘子　（教育総務課つばき保育園主査）
長沼静子　（教育総務課つばき保育園主査）
鈴木賴子　（住民税務課会計室長）
竹田安路　（教育総務課学校教育振興室指導主事）

ひと目でわかる！

役場利用ガイド

異

異 昇

新

異

新

異

異
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FILE3
職員はどのように配置されているのか

平成 29年度の新体制

異

生 涯 学 習 振 興 室

室長(併)所長補佐
　　　伊藤敏英
主事　髙橋拓
主事　佐原芳寿
ま ち づ く り 室

室長(併)所長補佐
　　　竹田辰秀
主任　井上由佳

課長(併)所長 遠藤純雄

教 育 委 員 会

社 会 教 育 課

（ 町 民 総 合 セ ン タ ー ）

異課長 古川正次郎

産業活性化担当

議 事 室

主査　佃典子

役場３階

(併)書記長 横澤吉和
(併)書記　佃典子

監 査 委 員

町民総合センター

事務局長 横澤吉和

議 会 事 務 局

昇

異 昇

異 昇

異

異

役場１階

佐藤誠一郎

会 計 管 理 者

住 民 税 務 課

課長川﨑祐次郎

建 設 室

室長　渡部和浩
主任　長岡佳奈
主任　伊藤貴広
主事　嵐正人
技師　安部直貴
主事　遠藤貴幸
上 下 水 道 室

室長　髙橋成樹
主査　遠藤克之
主任　鈴木直記
主任　坂爪稔
主事　小松智子
主事　後藤浩平

地 域 整 備 課

課長 佐藤秀悦

課長 安部信弘

教 育 委 員 会

教 育 総 務 課

異

役場２階

課長 後藤洋

総 務 企 画 課

行 政 管 理 室

室長　後藤美和子
主査　横山昌則
主任　本間真紀
主事　井上克行
主事　長岡寿恵
総 合 政 策 室

室長　鈴木祐司
主査　井上友和
主任　舩山智香子
主任　横澤剛
情 報 防 災 室

室長　安部吉郎
主任　島貫貴
主任　佐藤智昭
主事　嶋貫大地
特 別 政 策 室

室長　髙橋弘之
主査　勝見賢太郎

異

昇

異

昇

異

農 業 振 興 室

室長　山口努
主事　下山田美里
主事　舟山正貴
主事　川村俊貴
主事補　渡部尋斗
農 林 整 備 室

室長　齋藤浩
主査　井上雄俊
主事　舩山泰宏
農林整備専門員 宇津木耕一
農 地 管 理 室

室長　大谷部良明
主事   菅野邦彰

農 林 振 興 課

課長 伊藤毅

(併)事務局長　伊藤毅
(併)事務局長補佐
　　　　大谷部良明
（併）主事   菅野邦彰

農業委員会事務局

昇

異

新

再

商 工 観 光 課

課長 齋藤隆 異

観 光 交 流 室

(兼)室長　齋藤隆
主査　伊藤満世子
主事　二瓶綾
産 業 連 携 室

室長　舘石修
主事　桐生竜也
産業創造専門員 小松一芳

昇

異 昇

異

再

略　字
　昇任　　異動　　新採　　再任用　　派遣　　嘱託
　※臨時職員を除く

異昇 新 再 嘱派

異

学校教育振興室

室長　渡辺裕和
指導主事 新野幸博
(兼)主査　上田信幸
主査　宮川千鶴子
主事　下條洋平
子 育 て 支 援 室

室長　上田信幸
主事　横山璃里子
主事　樋口亜希

異 昇

派

昇

異

（併）書記長　後藤洋
（併）書記 後藤美和子
（併）書記　横山昌則
（併）書記 舩山智香子
（併）書記　本間真紀
（併）書記　佐藤智昭
（併）書記　横澤剛
（併）書記　井上克行
（併）書記　嶋貫大地
（併）書記　長岡寿恵

選挙管理委員会事務局

嘱

新

異

住 民 室

室長　志田政浩
主査　細谷美佳
主事　木村辰司
主事　菅野靖子
主事　鈴木咲
生 活 環 境 室

室長　渡部忠善
主事　本間和宏
税 務 室

室長　渡部博一
主査　色摩里香
主査  五十嵐恵美
主事　梅津典子
主事　松木秀美
主事　杉本優里
主事補　伊藤真緒
主事補　鷲尾拓也
納税推進員 大澤昭弘
会 計 室

室長　手塚寿子
主任　鈴木朋恵

異

昇

異 昇

異

異

昇

personnel distribution

異 昇

異 昇

施

設

の

位

置

図

職

員

の

配

置

各
部
署
の
担
当
業
務
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　 新 規 採 用 職 員　

　 転 入 な ど　転　　　　　　　　出

前任校名など氏　名職　名新任校名氏　名職　名

三沢東部小（米沢）菅原透校長白鷹中（白鷹）山川英俊校長

第 一 小
鮎貝小（白鷹）小松和浩教諭荒砥小（白鷹）酒井宏幸教諭
新採滝澤悠教諭退職井上千恵美教諭

伊藤綾講師
小国小（小国）曽根原隼教諭蚕桑小（白鷹）江口和輝教諭

第 二 小 森谷美和養護助教諭赤湯小（南陽）堀万紀子養護教諭
鈴木里奈主事二井宿小（高畠）大河原美奈主事

大谷小（朝日）清野雅紀教頭退職井上勝見教頭

手 ノ 子 小

小国小（小国）松木壮一朗教諭叶水小（小国）舟山義浩教諭
竹田恵美子主事小国小（小国）渡部こずえ教諭

長井小（長井）髙野佳樹教諭
退職井上美智代事務主査

白鷹中（白鷹）髙橋戒舟教頭退職横澤敏教頭
添 川 小 新採梅村絵里教諭西根小（長井）熱海千佳子教諭

佐藤結衣講師
沖郷中（南陽）金田孝善教頭小国中（小国）八木幸夫教頭

飯 豊 中

小国中（小国）安部行史教諭退職渡部康広教諭
南原中（米沢）北澤徹教諭飯豊町教育委員会新野幸博教諭
川西中（川西）沖津達也教諭白鷹中（白鷹）奥山努教諭
長井北中（長井）鈴木美陽教諭退職種村昌子養護教諭
犬川小（川西）佐原久美養護教諭長井小（長井）小関ちさ子事務総括
蚕桑小（白鷹）蒲生美芳事務主査

　 町 内 小 中 学 校 教 職 員 の 異 動　

ひと目でわかる！

役場利用ガイド

staff of a schoolFILE4

n e w f a c eFILE5

主事補 伊藤真緒
住民税務課
1997年生まれ
添川在住

作業療法士 梅津奈瑠美
介護老人保健施設
1990年生まれ
萩生在住

主事補 渡部尋斗
農林振興課
1998年生まれ
長井市在住

保育教諭 伊藤綾音
飯豊わくわくこども園
1995年生まれ
萩生在住

保育教諭 井形貴子
飯豊わくわくこども園
1980年生まれ
長井市在住

保育士 渡部悠理恵
つばき保育園
1987年生まれ
上原在住

保育士 熊谷まどか
つばき保育園
1988年生まれ
小国町在住

保育士 宮本由紀奈
つばき保育園
1989年生まれ
添川在住

保育士 佐藤瑠音
つばき保育園
1991年生まれ
椿在住

保育士 後藤祥子
手ノ子幼稚園
1983年生まれ
萩生在住

施

設

の

位

置

図

職

員

の

配

置

各
部
署
の
担
当
業
務
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　 地 中 深 く に 根 を 伸 ば す　

　

日
本
経
済
新
聞
、
２
月　

日
の

17

朝
刊
に
「
復
興
の
チ
ャ
イ
ム
２
０

１
７
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
と
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
暮
ら

し
が
一
変
す
る
な
か
、
中
学
生
た

ち
は
古
里
の
復
興
を
め
ぐ
り
、
ま

ち
の
未
来
を
ど
う
切
り
開
く
か
、

部
活
動
や
授
業
を
通
じ
て
地
域
に

向
き
合
っ
て
い
る
姿
を
報
じ
る
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
飯
舘
村
の
村
立
飯
舘
中

学
校
で
は
避
難
先
の
福
島
市
内
の

仮
校
舎
で
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を

続
け
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
ふ
る
さ
と
学
習
を
担
当
す

る
教
諭
の
体
験
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。「
放
射
線
が
下
が
れ
ば
、
村

に
戻
る
の
か
」
と
の
問
い
に
「
帰

村
し
な
い
」
と
の
意
見
が
多
い
中
、

あ
る
男
子
生
徒
が
声
を
震
わ
せ
た

と
い
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
が
戻

ら
な
く
て
、
誰
が
村
を
復
興
さ
せ

る
ん
だ
」「
田
植
え
踊
り
は
自
分
た

ち
が
伝
え
る
」
と
。
飯
舘
村
出
身

の
教
諭
は
「
胸
が
熱
く
な
っ
た
」

と
振
り
返
る
内
容
の
記
事
で
し
た
。

　

平
成　

年
３
月　

日
。
あ
れ
か

23

11

ら
ま
る
６
年
が
経
ち
ま
し
た
。

失
っ
た
た
く
さ
ん
の
命
、
大
き
な

喪
失
感
。
そ
れ
で
も
立
ち
上
が
り

支
え
合
う
姿
に
世
界
中
が
注
目
し

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
い
ま
何
を
学

ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
現
代
社
会
に
あ
っ
て
も
身
近

な
地
域
や
地
方
を
見
つ
め
る
視
点
、

故
郷
を
思
う
心
、
共
に
支
え
合
う

精
神
で
す
。
広
く
開
か
れ
た
郷
土

愛
を
、
ま
さ
に
飯
豊
町
に
住
む
私

た
ち
が
思
い
、
当
地
域
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
若
者
た

ち
と
課
題
を
共
有
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
方
創
生
は
人
間
力
の
創

生
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
い
ま
い
ち
ど
、
原
点
に
帰
っ

て
確
か
め
、
歩
み
だ
す
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
向
か
っ
て
「
種
を
ま
こ

う
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
に
飯
豊

町
は
踏
み
出
し
ま
し
た
。
い
ま
ま

さ
に
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
種
子
は
、
発

芽
と
ほ
ぼ
同
時
に
太
く
丈
夫
な

根
っ
子
を
伸
長
さ
せ
る
と
い
う
生

命
の
法
則
、
命
の
営
み
の
摂
理
を

想
い
起
す
べ
き
時
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
平
成　

年
度
は
初
期
投
資

29

の
種
を
ま
く
段
階
か
ら
、
根
を
地

中
に
深
く
伸
ば
す
段
階
へ
移
行
し

ま
す
。
茎
を
、
葉
を
繁
ら
せ
る
時

期
、
そ
れ
を
支
え
る
地
中
の
根
っ

子
を
力
強
く
成
長
さ
せ
る
重
要
な

段
階
を
迎
え
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
飯
豊
町
が
進
め
て
き

ま
し
た
「
田
園
の
息
吹
が
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
ま
ち
」
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
確
実
に
、
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
未
知
の
分
野
へ
の

挑
戦
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　

※
施
政
方
針
か
ら
抜
粋

町

長 

後

藤

幸

平

平成29年度

施

政

方

針

「施政方針」と「主な事業の概要と予算額」は、町のホームページでご覧いただけます 検索施政方針

施政方針と予算
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予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、「
種
を

29

ま
こ
う
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
未

来
へ
～
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
飯
豊
ふ
る
さ
と

新
時
代
～
」
を
テ
ー
マ
に
第
４
次
総
合

計
画
お
よ
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
で
掲
げ
て
い
る
将
来
像
を

実
現
す
る
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は　

億
6
6

68

0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

5
・
3
％
の
減
、
３
億
8
5
0
0
万
円

の
減
と
な
り
、
一
般
会
計
と
各
特
別
会

計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
を
合
計
し
た

町
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し

8
・
0
％
減
の
1
0
4
億
1
0
2
4
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
予
算

　

歳
入
の
主
な
も
の
を
み
る
と
、
町
税

は
緩
や
か
な
景
気
回
復
か
ら
農
業
所
得

の
上
向
き
に
よ
る
個
人
町
民
税
の
増
加

や
、
固
定
資
産
税
も
増
加
を
見
込
ん
だ

こ
と
か
ら
前
年
度
比
4
・
0
％
増
の
５

億
9
0
0
5
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付

税
は
前
年
度
比
1
・
7
％
減
の　

億
８

25

７
０
５
万
円
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債

は
、
第
一
小
学
校
改
築
事
業
な
ど
の
大

規
模
事
業
が
一
部
終
了
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
前
年
度
比　

・
４
％
減
の　

億
８

15

11

２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費

は
、
前
年
度
比
０
・
１
％
減
の
９
億
４

２
７
８
万
円
、
公
債
費
は
過
疎
対
策
事

業
債
な
ど
の
償
還
終
了
に
伴
い
８
・
６

％
減
の
５
億
５
９
０
０
万
円
、
扶
助
費

は
臨
時
給
付
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、

０
・
５
％
減
の
４
億
６
２
５
５
万
円
と

な
り
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
公
債

費
・
扶
助
費
）
は
予
算
総
額
の　

・
６

28

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
第
一
小
学
校
の
備
品
購
入

費
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
０
・

２
％
の
減
、
補
助
費
等
は
社
会
福
祉
法

人
施
設
改
修
補
助
金
の
皆
増
な
ど
に
よ

り
１
・
９
％
の
増
、
繰
出
金
は
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど
に

よ
り
５
・
５
％
の
増
、
投
資
的
経
費
は
、

第
一
小
学
校
改
築
事
業
の
校
舎
建
設
の

終
了
な
ど
に
よ
り　

・
７
％
の
減
と

18

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、

商
工
費
は
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊
研
究

セ
ン
タ
ー
の
周
辺
整
備
に
伴
う
大
規
模

事
業
に
よ
り
３
０
５
・
７
％
、
総
務
費

は
災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
の
た

め
の
中
継
局
の
整
備
や
町
内
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
な
ど
に
よ
り　

・
６
％

12

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
教
育

費
は
第
一
小
学
校
改
築
事
業
の
校
舎
建

設
の
終
了
な
ど
に
よ
り　

・
０
％
、
土

60

木
費
は
い
い
で
ハ
イ
ツ
の
改
修
工
事
の

終
了
な
ど
に
よ
り
７
・
５
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

特
別
会
計
・
事
業
会
計
予
算

　

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
計

し
た
予
算
額
は　

億
4
4
2
4
万
円
で

35

前
年
度
比　

・
８
％
の
減
と
な
っ
て
い

１２

ま
す
。

　

各
会
計
の
主
な
予
算
の
使
い
道
に
つ

い
て
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
国

民
健
康
保
険
診
療
所
お
よ
び
附
属
中
津

川
診
療
所
の
管
理
運
営
や
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
医
療
費
に
係
る
保
険
者
負

担
分
の
費
用
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
山

形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

納
付
金
が
約　

％
を
占
め
ま
す
。

92

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給
付

費
が
全
体
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

92

　

訪
問
看
護
特
別
会
計
は
、
各
家
庭
で

の
看
護
ケ
ア
に
当
た
る
看
護
師
な
ど
の

人
件
費
が
主
な
も
の
で
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
は
、

「
美
の
里
」
の
管
理
運
営
と
公
債
費
が

主
な
も
の
で
す
。

　

５
つ
の
財
産
区
は
、
区
有
地
内
の
造

林
費
や
作
業
道
の
維
持
修
繕
費
が
主
な

も
の
で
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
６
つ
の
処

理
区
の
維
持
管
理
の
ほ
か
、
手
ノ
子
地

区
に
お
け
る
管
路
施
設
お
よ
び
処
理
場

の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。
生
活
排
水

個
別
処
理
事
業
で
は
、
浄
化
槽
維
持
管

理
の
ほ
か
、
引
き
続
き
町
設
置
型
浄
化

槽
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
水
道
施
設
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
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一般会計当初予算の推移
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52405297
5712

（平成）

施政方針と予算

※詳細を別冊「飯豊町のわかりやすい予算書」
に掲載しています
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（単位：万円、％）

自主財源…自前で収入できるお金
依存財源…使途が定められて交付されるお金
繰入金…特別会計や基金から繰り入れるお金
町債…国や金融機関から借り入れるお金

地方交付税…全国一律のサービスが受けられるように一定の基準で町に
交付されるお金

地方譲与税…国などに納められた税金のうち、一定の基準で町に配分さ
れるお金

歳入

義務的経費…支出が義務付けられたお金
扶助費…児童福祉や高齢者などへ生活を維持するために支出するお金
公債費…町債の返済に必要なお金

繰出金…特別会計などへ支出するお金
投資的経費…支出効果が将来に続く学校などの公共施設の建設や改修な
どに使うお金

歳出

一 般 会 計 の 構 成 ○一般会計…基本的な行政サービスを経理する会計

特 別 会 計 ・ 事 業 会 計 ○特別会計…特定の事業を行うために一般会計と区分して経理する会計

前年度対比 前年度  本年度 　

▲4.13432豊 原 財 産 区

▲2.5277270添 川 財 産 区

▲17.22723豊 川 財 産 区

▲10.4614551中 津 川 財 産 区

▲6.269,03864,788農 集 排
下水道事業

▲23.25,4544,190生活排水

0.220,69620,733損益勘定
水 道 事 業

▲85.249,4717,330資本勘定

前年度対比 前年度  本年度 　

▲0.389,63789,359事業勘定国 民
健康保険 ▲0.615,24515,150直診勘定

5.88,0048,468後 期 高 齢 者 医 療

▲3.1111,279107,796介 護 保 険

▲1.71,8821,851訪 問 看 護

▲2.232,75532,035介護老人保健施設

0.71,7971,809物 品 調 達

0.04040萩 生 財 産 区

用 語 の 解 説

歳　　　出 68億6,600万円
（目的別）

歳　　　入 68億6,600万円

町税 5億9,005万円
地方譲与税
7,200万円
各種交付金
1億2,860万円

地方交付税
27億3,705万円

分担金・負担金
3,896万円

使用料・手数料
7,771万円

国庫支出金
4億9,826万円

県支出金
5億4,559万円

繰入金
7億196万円

繰越金 8,000万円

諸収入 7,970万円

町債
11億8,200万円

議会費 7,833万円

総務費
9億7,543万円

民生費
13億2,114万円

衛生費
3億3,522万円

労働費 1,592万円農林水産業費
9億9,095万円

商工費
8億8,401万円

土木費
7億563万円

消防費
2億3,819万円

教育費
7億2,970万円

公債費　　　　
5億5,900万円

予備費 500万円

財産収入・寄附金
1億3,412万円

主

依
町税
8.6％

繰入金 10.2％

その他 6.0％ 地方交付税
39.9％

地方譲与税 1.1％

各種交付金 1.8％

県支出金 7.9％
町債 17.2％

国庫支出金 7.3％

24.8％源財自

存
財
源

75.2％

歳 入務
人件費 13.8％
9億4,278万円

扶助費 6.7％
4億6,255万円

公債費 8.1％
5億5,900万円

投資的経費 26.0％
17億8,349万円

物件費 12.2％
8億4,094万円

維持補修費 3.9％
2億6,878万円

補助費等 16.1％
11億239万円

繰出金 11.8％
8億1,257万円

その他 1.4％9,350万円

28.6％
費 経 的

義歳 出 （性質別）

災害復旧費
2,748万円

一 般 会 計
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　飯豊町がこれまで進めてきた「田園の息吹が暮らし
を豊かにするまち」の取り組みをさらに確実に、充実
したものにするためにフロンティア精神で未知の分野
への挑戦を続けます。
◆にぎわいあふれるまちづくり／若者世代の減少によ
り地域の担い手不足や地域力の低下を招いているた
め、少子化や結婚問題に対応した担当部署の新設や
住宅団地の開発造成に向けた取り組みを加速します。
◆自然と共生するまちづくり／「日本で最も美しい村」
連合の総会とフェスティバルを開催し、全国からの
来町者に、飯豊のまちづくりと町民の活躍する姿を
紹介します。防犯灯のＬＥＤ化に取り組みます。中
浄水場が本格稼働します。
◆生きがいと笑顔のまちづくり／町民の生活習慣病の
発症予防や重度化防止を図るため、健康教室や特定
保健指導を充実します。特定健康診査事業の対象年
齢を20歳からに引き下げ若年層の健診機会の拡大
を図ります。
◆豊かな感性を育むまちづくり／小学校での英語の教
科化や中学校での英語教育の充実を図るため、外国

語指導助手を増員します。中学生を対象とした町営
学習塾「いいで希望塾」を継続開校し、自分の力で
考え、行動できる人材の育成に取り組みます。

◆こだわりの産業づくり／農業経営の安定化および所
得向上のため、環境に配慮した農業と飯豊ならでは
の循環型農業を推進する「飯豊・農の未来事業」を
継続展開します。また、「山形大学ｘＥＶ飯豊研究
センター」を拠点に、研究開発拠点機能のさらなる
増強や貸工場方式による研究実証施設や製造工場の
誘致を実現し、地元企業の新分野進出による雇用拡
大、賑わい創出と若者定住を目指します。

◆安全・快適なまちづくり／災害時と平常時の情報伝
達手段として、コミュニティＦＭ放送「おらんだラ
ジオ」の受信エリアの拡大に努めます。消防関係に
ついては耐震性貯水槽を設置して消防水利の確保に
努めます。

◆持続可能なまちづくり／各地区が地区別計画に基づ
いて個別に取り組んでいる小規模で多機能な事業を
つなげ効果を高める中間支援機能をもつ組織の設立
を検討します。

施政方針の主要施策の中から一部を抜粋して紹介します

主 な 重 要 施 策

●地域づくり推進事業／770万円／地域づくり推進事
業への補助と、「地域づくり推進事業 + 」を継続して、

プラス

地域の主体的な活動を支援する
●いいですね定住推進事業／995万円／住宅取得支援
や、結婚・出産・入学など人生の節目などにお祝い
を贈り、定住を推進する　　※詳細は次ページ掲載
●婚活支援定住促進事業／100万円／結婚希望者の婚
活を積極的に支援する
●住宅リフォーム支援事業／1,500万円／住宅の増改
築工事やリフォームなどに補助金を交付する
●外国語指導助手配置事業／1,009万円／児童生徒の
英語教育充実のため外国語指導助手を増員する
●子育て支援医療給付／3,285万円／子どもの医療費
を、18歳になった年度末まで無料とする
●コミュニティFMエリア拡大／6,275万円／災害時と
平常時の情報伝達手段として、コミュニティＦＭ放
送「おらんだラジオ」の受信エリア拡大と緊急割り
込み放送設備を整備する

●住宅団地の開発造成事業／1,304万円／旧飯豊分校
跡地に整備する住宅団地の実施設計を行う。住宅の
デザインガイドラインを策定する

●新産業集積事業／6億8,085万円／xEV飯豊研究セン
ターに解析研究棟を付設整備する。貸工場を整備し
関連企業の誘致を図る。飯豊型屋台村を整備する

●６次産業化推進事業／878万円／特産品開発や販路
拡大への支援を行う。高円寺純情コミュニティカ
フェ＆ショップIIDEを拠点に、町内産品の販売やＰ
Ｒ、交流、情報発信を行う

●飯豊・農の未来事業／660万円／飯豊・農の未来賞受
賞論文に基づいたマスタープランを推進する

●歴史文化基本構想策定に向けた調査等／755万円／
「歴史文化基本構想」の策定に向けて、文化財の現
地調査や資料の収集・整理を進める

●狩猟免許取得等補助金／25万円／鳥獣被害防止策と
して狩猟従事者を確保するため狩猟免許取得や銃の
所持許可に要する経費の一部を支援する

主な事業の概要と予算額

施政方針と予算
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飯豊町の主な定住対策
子育て支援施策

　豊かな自然と美しい景観に恵まれた飯豊町。

町では、活力のある町の担い手を育成し、地域の活性化を図りながら、より一層「住んでみ

たい！」、「住んでよかった！」と言われる住みよい生活環境づくりを進めています。

　そのための重要施策である定住対策や子育て支援事業の一部を紹介します。
※詳細は各担当課へお問い合わせください

ときめき結婚祝（いいですね定住推進事業）

　町内にお住まいの方が結婚した場合、１組につき
祝品として商品券３万円を贈呈します。
◆役場総務企画課☎87－0521

すこやか出産祝（いいですね定住推進事業）

　町内にお住まいの方が出産した場合、第１子は商
品券３万円、第２子は商品券５万円、第３子以降は
祝金17万円を贈呈します。
◆役場総務企画課☎87―0521

めざみっ子入学祝（いいですね定住推進事業）

　お子さまが小学校または中学校に入学される保護
者に、各校の入学式で商品券１万円を贈呈します。
◆役場総務企画課☎87－0521

住宅取得奨励（いいですね定住推進事業）

　定住の意思を有して、平成28年４月１日～平成33
年３月31日の期間に住宅を新築または購入された方
で、一定の要件に該当する方に奨励金を贈呈します。
焔Ｉターン者／100万円
焔Ｕターン者／50万円
焔新規就農林業者／100万円
焔町内在住者／10万円
※町内業者による新築施工の場合は、さらに10万
円の奨励金を贈呈。三世代同居世帯、子育て世帯、
新婚世帯に該当する場合は、さらに10万円の奨
励金を贈呈します。

◆役場総務企画課☎87－0521

◆役場住民税務課☎87－0511

子育て支援医療

　子どもの医療費は、18歳になった年度末まで無
料です。また入院時の食事代も給付されます。

奨学資金貸与

　経済的理由で修学困難な方に対し、学資金と入学
一時金を貸与します。限度額は次のとおりです。 
大学：月３万円・入学一時金30万円、 　短大：月
2.5万円・入学一時金30万円、　 高校月２万円・入
学一時金10万円、　特別な研究修学月５万円・入学
一時金100万円
◆役場教育総務課☎87－0519

そのほかの事業は町ホームページでご覧ください

◆役場教育総務課☎87－0518

保育料の軽減

保育園・認定こども園（２号・３号認定）
　入園児が、同一世帯の18歳までの子から数えて
第３子以降の場合、保育料を無料化します。園への
複数人の同時入所の場合、２人目を格の額とします。
年収360万円未満の世帯は、第２子を半額、第３子を
無料化し、年収360万円未満のひとり親世帯などに
ついては第１子を殻、第２子を無料化します。
幼稚園・認定こども園（１号認定）・児童センター
　入園児が、同一世帯の18歳までの子から数えて
第３子以降の場合、保育料を無料化します。小学校
３年生以下の第２子は殻の額とします。年収360万
円未満の世帯は、第２子を殻、第３子を無料化し、年
収３６０万円未満のひとり親世帯などについては第１
子を殻、第２子を無料化します。

住宅リフォーム支援事業

　省エネ化、バリアフリー化、克雪化、県産材使用
などで要件を満たして住宅をリフォームする場合は
工事費の20％（最大40万円）を補助します。三世
代同居、子育て、新婚、移住などの要件を満たす世
帯は、さらに工事費の40％（最大80万円）を補助
します。木造住宅を耐震改修する場合は、工事費の
50％(上限80万円）を補助します。
◆役場地域整備課☎87－0516

県産認証材利用助成金交付事業

　住宅の構造材の80％以上に県産木材を使用し、
一定の省エネ基準を満たした住宅を新築される方に
15万円を限度に助成金を交付します。
◆役場農林振興課☎87－0526

木材製品利用住宅建築奨励助成金交付事業

　町内の建築業者により町内に新築される住宅で、
県内産木材を全部または一部使用し、そのほか一定
の要件を満たすものに、助成金対象経費の殻の額、
50万円を限度として交付します。
◆役場農林振興課☎87－0526

主な定住対策 検 索
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健健康康♡♡元元気気いいいいでで町町

ポポイインントト事事業業ががははじじままりりまますす！！

平平成成

2929年年度度

飯豊町在住の18歳以上の方（平成29年４月１日現在）対  象  者

健康♡元気いいで健康♡元気いいで町町

ポイント事業とはポイント事業とは？？

実施期間 ５月１日～平成30年２月28日

ポイントをあつめると
　豪華特典がもらえるよ♪

頑張りしだいでポイントが
　どんどんたまる♪

　この事業は、町民の皆さんの健康づくりを応援する取り組
みです。町が行う健康づくり事業に参加するとポイントがも
らえ、そのポイントを集めると、素敵な特典と交換することができます。皆さんの
「頑張り」が特典や豪華賞品として返ってきますので、お楽しみに。

備考交換特典内容獲得ポイント

30ポイント達成者全員
健康福祉課とらくらく筋
トレルームで、平成30年
３月31日まで発行します

 やまがた健康づくり応援カード
県内の協力店舗で特典やサービ
スが受けられるカード

30ポイント
☆特典その１

抽選で１万円相当の賞品を
贈呈します！50ポイント達
成ごとに特典があります。

応募期限
平成30年３月10日

町より特典賞品の贈呈
筋トレ利用券、温泉入浴券、健
康グッズなど

50ポイント
☆特典その２

特     典 ポイントに応じて特典があります

　町から特典賞品が貰え
る。さらに抽選で１万円
相当の商品も当たる！

50ポイント
　「やまがた健康づくり
応援カード」が貰える

30ポイントポイントをためる
　対象事業に参加しポ
イントカードを貰いポ
イントをためる

参加方法 対象事業に参加してポイントをためる

応援カード 30ポイントたまると特典満載の「応援カード」をお渡しします

　町内はもちろん山形県内の協力店
舗で発行日から１年間何度でもサー
ビスを受けることができます。協力
店は山形県のホームページで確認で
きます。

町内の協力店舗
・しらさぎ荘
　ソフトドリンク１杯無料
・いいで旅館
　入浴券100円引き
・Ｙショップウマイヤ商店
　ゆりポイント２倍

平成

29年度
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◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室緯86－2338

職場で受けた方は健診結果を提
示ください町民５総合健診・人間ドック

対象者５健診結果説明会
 1回参加毎に5ポイント獲得町民５各種健康教室

 場所：あ～す町民５めざみの里まつり
「健康コーナー」に参加

 年２回程度町民５いいでウォーキング
 場所：健康福祉センター町民５運動入門講座
ピラティス、ヒップホップ、バド
ミントン、キララ運動の日など町民５（初回）

２（２回目以降）
いいでスポーツクラブキララ
運動コース（一般・親子）

 料金：１回100円町民５（初回）
２（２回目以降）

飯豊町民スポーツセンター
トレーニングルーム

 場所：健康福祉センター男性５男の料理教室
 国保診療所など町民10禁煙外来（初回）
 国保診療所など町民20禁煙できたら

 場所：らくらく筋トレルーム65歳以上５（初回）
２（２回目以降）らくらく筋トレ

 場所：各地区公民館65歳以上５（初回）
２（２回目以降）いきいき百歳体操

町外での献血も対象町民10献血

※事業内容は３月現在の予定です。事業の詳細は随時広報などでお知らせします

備 考対 象 者ポイント事 業 名

 健康に関する目標を設定町民５健康目標の設定
職場で受けた方は健診結果を提
示ください町民20特定健診の基本項目すべて

異常なし
週５回以上の測定を３カ月続けた
方が対象。記録を提示ください町民10体重測定・血圧測定を継続

して記録
７回で１コース。健康づくりと
栄養・食生活について学びます町民２食生活講座

 場所：イオンモール天童町民５山形県健康づくりステー
ション事業に参加

今今

年年

度度

かか

らら

追追

加加

！！

～健康づくりの対象事業一覧～

総合健診 健康教室 男の料理教室

運動入門講座 めざみの里まつり「健康コーナー」 いいでウォーキング
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中
津
川
雪
祭
り

　

２
月　

日
、
旧
中
津
川
小
中
学
校

25

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第　

回
中
津
川
雪

37

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
干
支
の
ト
リ
や
か
ま

く
ら
、
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
な
ど
部
落
単

位
で
作
っ
た
雪
像
や
、
こ
の
日
友
好

都
市
の
調
印
を
行
っ
た
埼
玉
県
桶
川

市
の
桶
川
い
い
で
会
制
作
の
同
市
マ

ス
コ
ッ
ト
の
「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
」
な
ど

の
雪
像
が
並
び
、
来
場
者
を
出
迎
え

ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
も
雪
で

作
ら
れ
、
広
い
雪
舞
台
と
高
さ
４
ｍ

ほ
ど
の
雪
壁
を
背
に
し
た
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
も
ち
つ
き
や
雪
中
田

植
え
、
大
黒
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
奥
に
は
最
上
川
ダ
ム
統

合
管
理
事
務
所
の
協
力
で
巨
大
な
雪

の
す
べ
り
台
が
作
ら
れ
、
日
中
、
滑

走
距
離
を
競
う
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
津
川
地
区
の
若
者
団
体
「
P

―
T
A
N
」
が
、
雪
中
宝
探
し
と
か

ん
じ
き
早
履
き
競
争
を
企
画
し
、
子

ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

売
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
モ
ツ
鍋
や

豚
汁
、
キ
ム
チ
鍋
や
も
ち
な
ど
が
婦

人
会
や
住
民
有
志
な
ど
に
よ
っ
て
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
日
が
沈
み
寒
さ
が

増
す
と
、
な
べ
か
ら
立
ち
上
る
湯
気

に
誘
わ
れ
た
お
客
様
で
売
店
周
り
は

黒
山
の
人
だ
か
り
。
売
り
子
さ
ん
と

の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
お
目
当
て

の
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
半
か
ら
「
光
と
炎
の
祭

典
」
が
始
ま
り
、　

発
の
花
火
の
打

75

ち
上
げ
と
か
が
り
火
が
点
灯
さ
れ
ま

し
た
。
柔
ら
か
な
オ
レ
ン
ジ
の
炎
が

雪
像
群
を
照
ら
す
と
、
会
場
は
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
。

　

そ
の
後
、
今
年
で
４
回
目
と
な
る

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
打
ち
上
げ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
黄
色

や
桃
色
、
緑
色
な
ど
７
色
の
ラ
ン
タ

ン
約
2
0
0
基
を
、
実
行
委
員
の
合

図
で
一
斉
に
夜
空
に
放
ち
ま
し
た
。

柔
ら
か
な
炎
を
抱
い
た
色
と
り
ど
り

の
ラ
ン
タ
ン
が
、
暗
闇
に
浮
か
ぶ
光

景
に
、
会
場
中
が
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
の
ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
で

は
、
来
場
者
全
員
で
天
を
突
く
よ
う

な
火
柱
を
囲
み
、「
貧
乏
持
っ
て

行
っ
て
、
家
宝
持
っ
て
こ
～
い
」
の

掛
け
声
を
大
合
唱
。
無
病
息
災
と
五

穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ま
だ
燃
え
残
る
火
を
囲
み
、
会
場
の

老
若
男
女
が
一
つ
の
輪
を
作
り
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
祭
り
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。　

　

主
催
の
中
津
川
む
ら
づ
く
り
協
議

会
の
丸
山
茂
会
長
（
小
屋
）
は
、「
こ

の
祭
り
は
厄
介
者
の
雪
を
使
っ
た
地

域
活
性
へ
の
挑
戦
で
し
た
。　

年
経

37

ち
当
初
の
実
行
委
員
も
高
齢
化
し
、

実
施
に
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
大
学
生
や
桶
川
市
な
ど
外

部
の
力
を
借
り
て
今
後
も
続
け
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

虚かがり火に照らされた雪像群
許スカイランタンの一斉打ち上げ
距福を呼ぶ大黒舞
鋸夕暮れの雪像（タージマハル）
漁宝にまっしぐら（雪中宝探し）
禦巨大すべり台

　
　

回
を
数
え
る
中
津
川
雪
祭
り
。
多
彩
で
華
や
か
な
祭
り
を
支
え
る
の

37
は
、「
活
力
あ
る
地
域
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
う
住
民
の
熱
い
思
い
で

す
。
そ
の
思
い
を
随
所
に
感
じ
る
雪
祭
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

虚

許

鋸漁禦

距
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作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
号
先
着　

名
（
１
人
１
作
品
）
を
掲
載
し
ま
す

20

◆
お
題
／
旅

◆
提
出
方
法
／
掲
載
号
の
前
月
の
第
４
木
曜
日
ま
で
に
、
未
発
表
の
自
作
の
川
柳
と
住
所
、
氏
名

　
（
ま
た
は
雅
号
）
を
明
記
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

◆
提
出
・
問
合
せ
先
／
役
場
総
務
企
画
課
情
報
防
災
室
☎
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7
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7
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黒

沢
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生
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生
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春

日
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背

中

に

乗

せ

て　

散

歩

す

る

・

若

者

と　

語

れ

ば

町

の　

明

日

に

夢

・

春

近

し　

雪

の

消

え

ぎ

わ　

ふ

き

の

と

う

・

あ

っ

た

ま

る　

黄

門

様

も　

宿

を

と

る

・

明

け

暮

れ

の　

介

護

感

謝

し　

生

き

る

日

々

・

笑

顔

見

て　

心

あ

た

か

い　

カ

イ

ロ

よ

り

・

白

い

土

地　

い

ま

に

見

て

い

ろ　

黒

く

な

る

・

春

に

な

り　

花

が

咲

く　

小

鳥

が

な

く

・

三

月

の　

あ

く

び

連

発　

春

告

げ

る

・

寒

い

冬　

春

待

つ

こ

こ

ろ　

日

が

長

い

・

春

来

て

も　

雪

ふ

り

や

ま

ぬ　

飯

豊

町

・

新

し

い　

顔

を

覚

え

て　

冬

元

気

・

新

し

い　

メ

ン

バ

ー

共

に　

楽

し

い

な

あ

・

新

し

い　

月

の

初

め

に　

陽

の

光

・

陽

光

に　

心

も 

疼 

く　

春

ロ

マ

ン

う
ず

・

陽

を

浴

び

て　

土

間

の

す

き

間

の　

ふ

き

の

と

う

・

電

線

に　

す

ず

め

来

て

鳴

く　

春

の

朝

・

冬

元

気　

過

ご

し

光

の　

春

を

待

つ

・

シ

ー

ト

ベ

ル

ト　

車

社

会

の　

み

だ

し

な

み

・

ど

っ

こ

い

し

ょ

と　

言

わ

ず

に

立

て

ぬ　

年

と

な

り

加

藤　

秀

夫

佐

藤　

榮

子

五

十

嵐　

と

よ

子

大

谷

部　

栄

五

郎

遠

藤　

チ

ヨ

巻

坂　

節

子

手

塚　

蛍

雪

（

雅

号

）

手

塚　

ト

メ

樋

口　

勝

栄

藤

巻　

キ

リ 

樋

口　

さ

だ

遠

藤　

シ

ヅ

長

岡　

靖

子

伊

藤　

武

雄

遠

藤　

敦

子

嶋

貫　

庄

壽

芦

野　

は

つ

子

手

塚　

孝

子

カ

コ

（

雅

号

）

樋

口

忠

夫

　

お
題
／
自

由

　２月20日、手ノ子小学校が、山形県内水面漁業協
同組合連合会主催の内水面（河川・湖沼）利用意識
啓発普及事業「標語募集事業」において、最優秀学
校賞を受賞しました。同校は、置賜白川の生態系観
察や保全活動に積極的に取り組み、児童の内水面利
用の意識高揚を図っています。この取り組みと標語
募集事業において多数の作品が入選したことが評価
されての受賞です。入賞児童は次の通りです。
◆最優秀賞／５年 鈴木遼、６年 遠藤龍希
◆優秀賞／６年 伊藤和咲　※学年は３月時点です左から竹田校長、遠藤龍希さん、鈴木遼さん、伊藤和咲さん

内水面利用意識啓発普及標語 最優秀学校賞手 ノ 子 小 学 校

　２月24日、ＪＡ山形おきたま飯豊地区青年部が、
農林水産省主催の「環境保全型農業推進コンクール」
において、生産局長賞（優秀賞）を受賞しました。青
年部は、平成16 年から都内の小学校に出向いて稲
作体験を行い、平成18年から都内の小学生を迎え
て農業・農村体験を行っています。平成19年から都
内の小学校に給食用に置賜産特別栽培米を納入し、
平成25年には高円寺商店街と連携した商品開発を
行いました。特別栽培米の販路拡大に貢献し、今後
の発展が期待できることが評価されての受賞です。後列左から３番目／浅野克幸飯豊地区青年部委員長

環境保全型農業推進コンクール 生産局長賞JA山形おきたま飯豊地区青年部
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◆応募資格
　団体・個人を問いません。町外の方も応募でき
ます。ただし、11月中に山形市で開催される
予定の山形ふるさとCM大賞公開審査会に出席
できる団体・個人に限ります

◆応募方法
5月19日晶まで、氏名、連絡先、タイトル、CM
概要を電話やFAX、Eメールでお知らせください
※Eメールの場合、件名に「ふるさとCM大賞作品
応募について」と記載

◆作品提出期限
　10月２日捷
◆留意点
焔作品は著作権・個人情報保護法などに抵触しな
いこと

焔公序良俗に反しない内容であること
焔作品の著作権などは町と山形テレビに帰属しま
す

◆撮影・編集について
撮影機器はホームビデオ（ハイビジョン）でも
十分です。撮影・編集に不安がある場合はご相
談ください

◆賞金
　CM大賞への出品に採用された団体には賞金10
万円を贈呈します
◆その他
焔５月下旬に応募者に説明会を開催
焔山形ふるさとCM大賞の出品する作品は、町の
魅力を最も強くアピールするものを選抜します

◆応募・問合せ先
飯豊町観光協会事務局
緯86―2411　胃86―2422
死iide@iikanjini.com
役場総務企画課情報防災室
緯87―0522　胃72―3827
死i-johobousai@town.iide.yamagata.jp

　町の魅力を映像にしたCM作品を作ってみませんか？　テーマは観光、物産、自然、人物、歴史、食
べ物、伝統、文化など、町に関することならなんでもOK！まずは「やってみる！」の応募の意思をご
連絡ください。

　「 山 形 ふ る さ と CM大 賞 」出 品 作 品 の 募 集　

臨時福祉給付金（経済対策分）の受け付けが始まりました

●支給対象者
　平成28年１月１日に飯豊町の住民基本台帳に
記載されている方で平成28年度分の住民税が
課税されていない方。ただし、ご自身を扶養し
ている方が課税されている場合や生活保護を受
給されている方は対象外となります

●支給額／一人につき15,000円
●通常受付
・受付期限／10月10日　８：30～17：00
※土日祝日を除く。ただし、４月22日松午前中
のみ受け付けを行います

・受付場所／町健康福祉課福祉室
●各地区公民館受付

　「高齢者向けの給付金」をよそおった「振り込め
詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください
・町や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニ
などの現金自動支払機）の操作をお願いするこ
とは、絶対にありません

・ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り
込んでもらうことは絶対にできません

・町や厚生労働省などが、「高齢者向けの給付金」
の支給のために、手数料などの振り込みを求め
ることは絶対にありません

・厚生労働省が住民の皆様の世帯構成や銀行口座
の番号などの個人情報を照会することは、絶対
にありません

※ご自宅や職場などに町や厚生労働省（の職員）
などをかたった電話がかかってきたり、郵便が
届いたら、迷わず、町や最寄りの警察、または
警察相談電話（＃9110）にご連絡ください

●問合せ先／町健康福祉課福祉室☎86－2233

会場受付時間日程
西部地区公民館9：00 ～11：30

４月１８日昇
中津川地区公民館13：30 ～ 16：00

東部地区公民館9：00 ～ 11：30
４月１９日昌

中部地区公民館13：30 ～ 16：00
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　クマが冬眠から目覚めて活動を始める時期になりました。冬眠明けの
クマは非常に飢えているため、餌を求めて山の中をさまよいます。
　春の山菜取りで山に入るときや、山間部で朝晩の薄暗い時間帯に農作
業を行うときには、特に注意してください。

◆問合せ先／役場農林振興課農林整備室緯87－0526

春 グ マ に 注 意 !!

○山でクマ被害に遭わないために
・一人ではなく複数で行動する。
・音（鈴やラジオ）で自分の存在をアピール。
・残飯や生ゴミは絶対に捨てない。餌付いたクマは、人間に寄ってくるので危険。
・臭いでも自分の存在をアピール。腰に下げる「蚊取線香」も有効。
・危険なクマの出没警報が出されている周辺には、絶対に立ち入らない。
・「熊撃退スプレー」を携帯する。値は張るが非常に有効。

　クマやイノシシ、サルなどによる人畜被害や農作物被害を少なくするためにも、町では猟友会の方々に協
力をいただきながら被害対策にあたっています。しかし、年々ハンターの数は減ってきており、後継者の育
成は喫緊の課題となっています。
　そこで、町ではハンター育成のために、狩猟免許や銃の所持許可の取得や更新費用の一部を補助金という
形で支援することとしました。猟銃での狩猟免許及び銃の所持許可を新規に取得された方には最大4万円、
すでに取得済みで更新された方には最大1万円の補助を行います。

○ハンターの育成を支援をします

　

町
の
人
口
は
依
然
と
し
て
減
少
し
て
お
り
、
水
道
料
金
も
毎
年
減
収
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
現
在
の
水
道
料
金
で
管
理
運
営
す
る
と
、
平
成　

年
度

36

に
は
経
営
が
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
改
定
は
、
給
水
人
口
の
減
少

に
よ
る
将
来
の
給
水
収
益
の
減
収
に
備
え
る
も
の
で
す
。

　

水
道
料
金
は
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
用
に
充
て
る
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
層
の
経
費
節
減
を
念
頭
に
、
安
心
・
安
全
・
安
定
し

た
水
道
水
の
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
道
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
、
さ
ら
な
る
ご
負
担
を
お
掛
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
料
金
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
先
／
役
場
地
域
整
備
課
上
下
水
道
室
緯
8
7
―

0
5
1
5

　

将
来
の
水
道
事
業
の
経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
６
月
分
か
ら
水
道
料
金

29

を
改
定
し
ま
す
。
そ
の
改
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
か
ら
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

料
金
を
５
％
増
額
改
定
し
ま
す

※団体用などの水道料金も５％増額改定します

一般家庭の場合（月あたり税込料金）　

　改定料金　現行料金
口径 超過料金

１㎥毎
基本料金
10㎥まで

超過料金
１㎥毎

基本料金
10㎥まで

226円

2,268円

216円

2,160円13亜
2,473円2,354円20亜
2,538円2,419円25亜
2,678円2,548円30亜

事業所などの場合（月あたり税込料金）

　改定料金　現行料金
口径 超過料金

１㎥毎
基本料金
20㎥まで

超過料金
１㎥毎

基本料金
20㎥まで

259円

5,238円

248円

4,989円13亜
5,443円5,184円20亜
5,508円5,248円25亜
5,670円5,400円30亜
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課情報防災室まで（直通拶87―0522）

　３月24日、あ～すで、にぎわい再現プロジェクト
委員会が、１期２年度分の活動報告を行いました。
委員会内の３つの部会活動（ＣＭ、イベント、活動
拠点）と、帰郷希望女子応援プロジェクトと高円寺
アンテナショップへの協力活動を映像を交えて報告
しました。最後に木村委員長が、「今期は念願の活
動拠点を作ることができた。次期はここを起点に活
動と交流を活発化したい」と総括しました。

奮闘の２年間を報告

にぎわい再現プロジェクト委員会活動報告会

　黒沢区協議会では、宝くじの受託事業収入を財源
としたコミュニティ助成事業を活用し、除雪機械と
公民館の音響設備を整備しました。除雪機械は、地
域内の高齢者世帯の除雪を支援するために活用しま
す。また、公民館の音響設備は、地区レクリエー
ション大会などの行事で活用し、子どもからお年寄
りまでの世代間交流を図り、今後の地域活動に役立
てられます。

高齢者世帯を支援するために

黒沢区協議会が除雪機械などを整備

　３月５日、あ～すで、いいで希望塾の３年生閉塾式が行
われました。同塾は中学校の補充・発展的な学習の場とし
て昨年度スタートした町営学習塾です。塾生を代表して出
席回数最多の齋藤創太さんが修了証を受け取り、同じく最
多の八島佳之さんが塾生代表あいさつをしました。八島さ
んは、「入試ではここで得た力を発揮して頑張ります。今
までありがとうございました」と、意気込みと感謝を述べ
ました。同月31日には１・２年生の閉塾式が行われました。

学ぶ習慣、意志、自信を得る

町営学習教室「いいで希望塾」３年生閉塾式
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　３月25日、あ～すで「産業創造まちづくりシンポ
ジウム」が開催され、基調講演とパネルディスカッ
ションが行われました。ディスカッションでは、
xEV飯豊研究センターと関連施設（飯豊型屋台村と
コワーキングスペース）について、地域での役割と
地域が期待すること、地域とのより良い関係につい
て、山形大学吉武教授や禍セルカの屋島幸治代表、
珂ホリエの堀江龍弘専務などが意見を交わしました。

期待を込めて意見交換

　３月２日、東部地区公民館で、ヒョウを使った料
理の試食会が行われました。町の自然・文化と最先
端科学技術が融合するまちづくりの一環として、山
形大学と町産業開発公社が共同でメニューを開発。
この日は住民約20名が、ヒョウ入りのハンバーグや
いなりずし、おやきなど５品を試食しました。参加
者からは「こんな食べ方もあるのね」「ヒョウの食感
がおいしい」などの感想が聞かれました。

食べ方いろいろ草レシピ

News 町の話題

産業創造まちづくりシンポジウムスベリヒユ（ヒョウ）料理の試食会

　３月22日、町は飯豊・農の未来事業の一環として、エル
ベを会場に、町内産の農林産物を使った料理や商品の情報
発信と飲食店とのマッチングを目的に「いいで６次産業化
フェスタ」を開催しました。13の個人・団体から、アスパ
ラガスのポタージュスープ、雪室貯蔵「米沢牛」のロース
トビーフ、町内産小麦でつくったパンなど16種類の料理、
町内産６次産業化商品14点が出展されました。参加者は
料理を堪能し、飯豊産食材に魅了されていました。

豊穣の地の食材に付加価値を

いいで６次産業化フェスタ

 夕  灯 のつどい　　　　　　　　
ゆう ひ

　　　　　（西部地区公民館）

  3
     3

第一小１・２年生をイチゴハウス
にご招待　　 （アグリメント中）

  3
     10

「飯豊・農の未来塾」総括会議兼
閉塾式　　　　　（いいで旅館）

  3
     23
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Cooking料理

【
材
料
】（
４
人
分
）

◇
切
り
干
し
大
根　
　
　
　
　
　
　
　
　

乘
20

◇
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス（
レ
ト
ル
ト
）　　
　
　

乘
100

◇
ス
キ
ム
ミ
ル
ク　
　
　
　
　
　
　
　

４
乘

◇
乾
燥
パ
セ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
量

　
　【

作
り
方
】

虚
切
り
干
し
大
根
を
水
洗
い
し
て
汚
れ
を
落

と
し
て
ボ
ウ
ル
に
入
れ
る
。

許
①
に
熱
湯
を
か
ぶ
る
程
度
注
ぎ
、　

分
程

10

度
戻
す
。

距
切
り
干
し
大
根
の
水
気
を
軽
く
切
り
、

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
加
え

て
あ
え
る
。

鋸
電
子
レ
ン
ジ
（　

亢
～　

亢
）
で
２
～
３

500

600

分
程
度
加
熱
し
、
乾
燥
パ
セ
リ
を
振
り
か

け
た
ら
出
来
上
が
り
。

煮
物
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
！
切
り
干
し
大
根
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ

Cooking料理

切
り
干
し
大
根
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

ヘ
ル
シ
ー
で
簡
単
調
理
。
副
菜
に

お
す
す
め
の
一
品

　

今
回
紹
介
す
る
料
理
は
、
切
り
干
し
大
根

を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
で
す
。

　

こ
の
料
理
は
乾
物
や
レ
ト
ル
ト
品
を
使
用

す
る
の
で
、
安
価
で
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
野

菜
が
も
う
一
品
足
り
な
い
時
や
お
弁
当
の
お

か
ず
に
も
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
火
を
使

わ
な
い
の
で
、
子
ど
も
や
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
で
も
安
全
に
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
切
り
干
し
大
根

を
よ
く
洗
っ
て
か
ら
熱
湯
で
戻
す
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
大
根
独
特
の
臭
み
が
と

れ
ま
す
。
ま
た
、
切
り
干
し
大
根
を
絞
る
時

に
、
水
気
を
残
し
て
お
く
方
が
調
理
後
も
柔

ら
か
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
レ
ト
ル
ト
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
に

ひ
き
肉
を
加
え
て
一
緒
に
加
熱
す
る
こ
と
で
、

た
ん
ぱ
く
質
も
多
く
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

簡
単
に
済
ま
せ
が
ち
な
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に

追
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

食
生
活
改
善
推
進
員

　

役
員
の
皆
さ
ん

　
　
　

※
右
か
ら
順
に

舘
石
洋
子
さ
ん

後
藤
信
子
さ
ん



広報いいで 2017/4/1323

今月の

おすすめ図書

子育て

FILE
フ ァ イ ル

４月19日我 10:30～　あそびの広場・避難訓練
　　26日我 10:30～　かんがるー広場
５月10日我 10:30～　おはなし広場
　　17日我 10:30～　あそびの広場・避難訓練
　　24日我 10:30～　かんがるー広場

（４月・５月の日程）

Child & Book 子育てと図書

●開館時間　　午前９時～午後７時（４月～９月）
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

「こどもみらい館」をご利用ください

　こどもみらい館は、幼児や児童生徒の遊び場、 子
育て中の親子の交流の場です。広いスペースでのび
のび遊んでみませんか。多彩な内容の催しにも参加
できます。また、急な用事のときに「一時保育」の
受付窓口になっています。
　ぜひ、おいでください。お待ちしております。

episode

子育てのお話を

　　お聞かせください

　このコーナーは、町民の皆さんから子育てエピ
ソードをお寄せいただき、さまざな経験談を掲載
しています。
　あなたの子育てエピソードは、子育て真っ最中
の方の助けや励ましになります。「子育て応援談」
をお寄せください。
◆募集内容／子育て中に「経験したこと」、「感じ
たこと」、「考えたこと」、「気付いたこと、気付
かされたこと」など。300文字程度です

◆提出方法／下記に原稿をお持ちいただくか、
メールで送付。また、広報担当者が皆さまから
お話をお伺いします

◆提出・問合せ先／役場総務企画課情報防災室
　緯87―0522　
　死i-johobousai@town.iide.yamagata.jp

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／8：30～12：00 、13：00～17：00

ペンギンかぞくのおひっこし

ペンギン家族は、引っ越しを決めま
した。地球がどんどんどんどんあた
たかくなって、ペンギンたちの氷の
おうちが溶けてしまったからです。
すてきな場所が見つかるでしょう
か？ 小さな子どもにもよくわかる、
環境を考える絵本。

児童図書

刀根里衣／絵・文　小学館

中学英語で日本を紹介す
る本
デイビッド・セイン／著　河出書房新社
英語で道案内する、外国人と一緒に
出かける、外国人を自宅へ招く…。
中学で習う単語や文法を活用した英
会話を紹介。ネイティブ・スピー
カーによるMP3音声をダウンロー
ドできるQRコード付き。

児童図書

料理のきほんLesson
阪下千恵／著　新星出版社　

洋食から和食、サラダ、丼物、汁物、
イベントメニューまで。「調味料を
入れる順番にこだわらない」「だしや
ルーなどの市販品を使ってOK」な
ど、初心者がつまずかない、作りや
すいレシピ全105品を紹介します。

一般図書

青羽悠／著 集英社

中学生の頃、4人の親友を繫げてい
たのは「宇宙」への果て無き好奇心
だった。やがて離れ離れになった彼
らは大人になり、それぞれ別の道を
歩いていたが、大切な人の死をきっ
かけに再会し…。

星に願いを、そして手を。
一般図書
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飯
産
豊
遺

文化財と随想

問合せ先／社会教育課生涯学習振興室緯72－3111

Heritage & Essay

　― 椿  焼 ②―
つばき やき

　飯豊中学校の旧グランドと置農飯豊分校跡地の
間を通る町道椿学校線。その道沿いに饅頭形の土
盛りがあります。これが椿焼裏山窯跡です。平成
24年に発掘調査を実施したことで、科学的な年代
分析が可能になり、16世紀前半から16世紀後半
に操業した窯であることがわかりました。この時
代の窯は、関東以北では２例しか見つかっていま
せん。
　もう一つの窯は、
福島県飯坂町にあっ
た岸窯という窯です。
この窯跡は昭和63
年に発見・調査され、
椿焼と同じ時期に同
じ製品を作っていた
ことがわかっていま

す。さらに、この２つの窯の製品は九州北部で操
業した唐津焼と似ていることが指摘されているの
です。
　椿焼と岸窯は共に米沢藩の領地の中で操業され
た窯です。米沢藩の初代藩主は上杉景勝という人
物です。景勝の子は定勝といいます。定勝の奥様
は市姫という方で、佐賀藩主の鍋島勝茂の娘でし
た。佐賀藩の領地では、有名な伊万里焼、有田焼、
唐津焼という窯業が行われていました。これは全
くの想像になります
が、佐賀藩の姫で
あった市姫の縁に
よって、九州の陶工
達が米沢藩を訪れ、
飯豊町の椿で焼物を
始めたのかもしれま
せん。

噂

椿焼裏山窯跡 土中に埋まっていた窯

駈

『
花
見
』

　

後　

藤　

幸　

平

　

古
い
ア
ル
バ
ム
を
取
り
出
し
て
パ
ラ
パ

ラ
と
め
く
っ
て
み
る
。
か
し
こ
ま
っ
て

撮
っ
た
写
真
よ
り
何
気
な
い
暮
ら
し
や
日

常
風
景
の
方
が
ず
っ
と
貴
重
な
写
真
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
場
そ
の
時
の
リ
ア
ル

な
空
気
を
伝
え
て
く
る
。
撮
影
と
現
像
と

保
存
に
便
利
な
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
無

か
っ
た
時
代
の
写
真
。
語
り
か
け
て
く
る

も
の
は
今
と
は
別
の
面
白
み
が
あ
る
。

　

そ
の
中
に
花
見
の
写
真
が
あ
っ
た
。
中

村
原
の
桜
の
木
の
下
で
酒
に
酔
っ
て
踊
り

な
ど
を
し
て
い
る
。
採
り
た
て
な
の
か
、

山
菜
を
自
慢
げ
に
カ
メ
ラ
に
向
け
て
い
る

人
が
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
団
子
を
頬

張
っ
て
い
る
。
表
情
は
輝
く
よ
う
に
明
る

い
。
背
景
の
桜
に
は
ボ
ン
ボ
リ
が
写
っ
て

い
る
。
か
つ
て
中
村
原
は
桜
の
名
所
で
あ

り
、
花
見
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
っ
た
。
今
そ

こ
で
花
見
を
楽
し
む
人
々
は
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
古
典
落
語
に
『
長
屋
の
花
見
』
が

あ
る
。
大
家
さ
ん
が
景
気
付
け
に
長
屋
の

住
人
を
誘
っ
て
お
花
見
を
す
る
話
で
あ
る
。

倹
約
家
の
大
家
さ
ん
と
気
さ
く
な
長
屋
の

住
人
の
掛
け
合
い
が
笑
い
を
誘
う
。
お
酒

は
お
茶
に
、 
蒲  
鉾 
と
卵
焼
き
は
大
根
と
沢

か
ま 
ぼ
こ

庵
に
化
け
て
い
て
「
蒲
鉾
お
ろ
し
」
や

「
酒
ば
し
ら
が
立
つ
」
と
こ
ろ
が
落
ち
な

の
だ
。

　

桜
前
線
が
北
上
す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
は
決

ま
っ
て
上
野
公
園
の
花
見
の
様
子
や
陣
取

り
合
戦
の
悲
喜
こ
も
ご
も
が
報
じ
ら
れ
る

か
ら
、
桜
の
花
に
集
う
風
習
は
今
も
昔
も

変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
地
元
飯
豊
町
で
は
野
外
で
の
花
見

は
あ
ま
り
や
ら
な
く
な
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ

う
。
置
賜
に
は
名
の
通
っ
た
桜
の
古
木
と

名
所
は
多
い
。
烏
帽
子
山
の
桜
、
久
保
の

桜
、
釜
の
越
桜
な
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

飯
豊
町
に
は
桜
の
名
所
は
な
い
よ
う
に
云

わ
れ
る
の
を
聞
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
事
実

で
は
な
い
。
真
白
い
飯
豊
山
を
背
景
に
雪

原
に
咲
く
中
津
川
の
桜
。
そ
れ
は
鮮
や
か

な
濃
い
桃
色
の
花
を
つ
け
る
伝
説
の
桜
で

あ
る
。
眺
山
諏
訪
峠
に
育
て
ら
れ
た
桜
並

木
、
天
養
寺
ホ
ト
ケ
山
の
桜
や
萩
生
城
址

の
桜
。
萩
生
川
や
小
白
川
沿
い
の
山
道
を

登
れ
ば
若
葉
芽
吹
く
中
に
点
在
す
る
山
桜
、

国
道
一
一
三
号
線
沿
い
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

強
風
か
ら
守
る
並
木
桜
。
知
ら
れ
ざ
る
ス

ポ
ッ
ト
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

　

ま
ず
は
桜
の
下
で
野
趣
豊
か
な
花
見
を
、

そ
し
て
二
次
会
は
座
敷
か
屋
台
で
。
話
が

弾
み
課
題
解
決
し
、
絆
が
深
ま
る
こ
と
確

実
だ
。
落
語
以
上
の
文
化
的
活
動
で
あ
る
。
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Karte援 

health column

健康に関する身近なテーマを２つ取り上げて、

H E A L T H

皆さんの健康づくりを応援します。

健康福祉課からの健康コラム

・宴会で楽しく飲むために
・体幹エクササイズ

今 月 の
テ ー マ

問合せ先　健康福祉課　緯86―2233

体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ（
パ
ー
ト
陰
）

　

今
月
か
ら
は
自
重
で
体
幹
を
鍛
え
る

体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

　

体
幹
と
は
、
体
の
幹
で
胴
体
部
分
を

言
い
ま
す
。
体
幹
を
鍛
え
る
こ
と
で
姿

勢
が
よ
く
な
り
、
腰
痛
や
肩
こ
り
の
改

善
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆
上
体
ね
じ
り

①
肩
幅
に
足
を

広
げ
肘
を　
90

度
程
度
に
曲

げ
る
。

②
息
を
吐
き
な
が
ら
上
体
を
ゆ
っ
く
り

右
に
ね
じ
る
。
こ
の
時
、
顔
は
正
面

を
向
い
た
ま
ま
姿
勢
を
維
持
し
、
息

を
吸
い
な
が
ら
戻
し
て
い
く
。
し
っ

か
り
足
で
踏
ん
張
り
上
体
を
ね
じ
り

ま
し
ょ
う
。
回
数
は
ね
じ
っ
て
戻
し

て
１
回
と
し
、　

回
で
１
セ
ッ
ト
。

10

慣
れ
て
き
た

ら
回
数
を
増

や
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

※
自
分
の
姿
勢
を
鏡
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
姿
勢
を
維
持

す
る
こ
と
で
体
幹
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

正
し
い
姿
勢
と
は
耳
・
肩
・
腰
・
膝
・

く
る
ぶ
し
が

真
っ
直
ぐ
な

状
態
で
す
。

　

４
月
と
い
え
ば
、
新
入
学
、
新
入
社

な
ど
出
会
い
の
季
節
で
あ
り
、
歓
送
迎

会
や
お
花
見
な
ど
、
飲
酒
の
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
。
酒
席
で
は
「
無
礼
講
」

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、「
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
」
と

「
ア
ル
コ
ー
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

　

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
摂
取
に
よ
り
生

体
が
精
神
的
・
身
体
的
影
響
を
受
け
、

主
と
し
て
一
過
性
に
意
識
障
害
を
生
ず

る
も
の
で
あ
り
、
通
常
は 
酩  
酊 
と
称
さ

め
い 
て
い

れ
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　

ど
の
程
度
か
ら
が
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
か
と
い
う
明
確
な
基
準
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
泥
酔
以
上
の
状
態
で
は
意

識
レ
ベ
ル
が
低
下
し
、
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
酔
い
潰

れ
て
立
て
な
い
、
大
い
び
き
を
か
い
て

い
て
、
つ
ね
っ
て
も
反
応
し
な
い
、
体

が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
、
呼
吸
が
不
安

定
な
ど
の
兆
候
が
現
れ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

楽
し
い
雰
囲
気
で
、
お
い
し
く
飲
む

こ
と
は
「
宴
会
」
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
食
べ
な
が
ら
、
そ
し
て
、
お
酒

を
飲
み
す
ぎ
た
ら
合
間
に
和
ら
ぎ
水

（
や
わ
ら
ぎ
み
ず
）
を
は
さ
み
な
が
ら
、

事
故
な
く
、
健
康
的
に
宴
会
シ
ー
ズ
ン

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

飲
酒
に
ま
つ
わ
る
、
人
権
侵
害
の
事

を
指
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
す
。

１
飲
酒
の
強
要

　

上
下
関
係
や
集
団
に
よ
る
は
や
し
た

て
、
罰
ゲ
ー
ム
な
ど
で
心
理
的
な
圧

力
を
か
け
、「
飲
ま
ざ
る
を
え
な
い
」

「
断
り
き
れ
な
い
」
状
況
に
追
い
込

む
こ
と

２
イ
ッ
キ
飲
ま
せ

　

場
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
イ
ッ
キ

飲
み
や
早
飲
み
を
さ
せ
る
こ
と

３
意
図
的
な
酔
い
つ
ぶ
し

　

酔
い
つ
ぶ
す
こ
と
を
意
図
し
て
飲
み

会
を
行
う
こ
と
。
傷
害
行
為
に
も
あ

た
り
ま
す

４
飲
め
な
い
人
へ
の
配
慮
を
欠
く
こ
と

　

本
人
の
体
質
や
意
向
を
無
視
し
て
飲

酒
を
す
す
め
る
、
宴
会
に
酒
類
以
外

の
飲
み
物
を
用
意
し
な
か
っ
た
り
、

飲
め
な
い
こ
と
を
か
ら
か
っ
た
り
侮

辱
す
る
こ
と
。

５
酔
っ
た
う
え
で
の
迷
惑
行
為

　

酔
っ
て
か
ら
む
こ
と
、
悪
ふ
ざ
け
、

暴
言
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
ひ
ん

し
ゅ
く
行
為
。

　

こ
の
よ
う
に
例

を
あ
げ
る
と
、
何

気
な
い
行
為
が
含

ま
れ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
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　山火事の原因は、たき火などの人為的
な原因が１番となっています。春は山
菜採りやハイキングなどで、入山する
人が増えるとともに、空気が乾燥する
など山火事の起こりやすい気象条件が
そろいます。大切な財産を山火事から
一人一人の心がけにより防ぎましょう。
◆山火事集中予防運動期間
　４月17日～５月12日
◆問合せ先／山形県置賜総合支庁森林
整備課緯0238－26－6065

◆対象者／おおむね60歳以上の、学
童保育で指導補助員として就労を目
指す方
◆期間／４月25日昇～28日晶10：00
～16：00ごろまで

◆会場／シルバー人材センター（長井市）
◆申込期間／４月20日昭
◆申込・問合せ先
　（公財）長井・西置賜地域シルバー人
材センター緯84－4535

　障がい者と健常者の相互理解などを
目的としたコンサートを開催します。
◆日時／5月21日掌　開演13：30
◆場所／白鷹町蚕桑地区コミュニティ
センター
◆料金／600円（前売500円、小学生
未満無料）
◆出演／プロージット、こぶし一座、
白鷹うたう会、白鷹陽光学園ほか
◆その他／福祉事業所のバザー開催
◆前売券取扱・問合せ先／「薫風の家」・
工藤緯85－4288

　県では消費生活に関する啓発ボラン
ティアとして「山形県消費生活サポー
ター」を募集しています。県内在住の
20歳以上の方で、悪質商法による被
害防止など、消費者生活問題に関心の
ある方ならどなたでも応募できます。
応募後は、研修の受講が必要です。
◆申込期限／５月24日昌
◆問合せ先／山形県消費生活センター
☎023－630－3237

◆日時／５月13日松 10：00～15：00
◆会場／山形県看護協会会館（山形市）
◆内容
焔血圧、体脂肪、骨密度、血管年齢測
定、アルコールパッチテストなど健
康チェックと相談コーナー　
焔高齢者や妊婦の擬似体験、赤ちゃん
触れ合い体験、ハンドマッサージ
焔健康に関する講話と軽体操、健康食
の試食など

焔健康簡単レシピや口の大切さの講和
◆参加料／無料
◆問合せ先／山形県看護協会
　緯023－685－8033

◆日時／５月17日昌13：10～15：00
◆場所／山形地方・家庭裁判所米沢支
部（米沢市）

◆内容／裁判手続説明、裁判員制度説
明、法廷見学など

◆対象／どなたでも(先着15名)
◆申込方法／下記に電話で申し込み
◆申込・問合せ先／山形地方裁判所米
沢支部庶務課緯0238－22－2165

　住宅の改修を行う方に予算の範囲内
で補助金を交付します。詳細はお問い
合わせください。
◆住宅リフォーム
斬町内業者が施工する場合／工事費の
20％または40万円のどちらか低い
金額を補助
斬町外業者が施工する場合／工事費の
15％または30万円のどちらか低い
金額を補助

※町が定める要件を満たす世帯や空き
家・県産材を利用される方には補助
額が拡充されます。

◆木造住宅耐震診断／耐震診断経費の
90％を補助
◆木造住宅耐震改修／工事費の50％
または80万円のどちらか低い金額
を補助（事前に耐震診断が必要です）

◆申請・問合せ先／役場地域整備課建
設室緯87－0516　

　経営に意欲的な女性農業者を対象に、
実践力と経営感覚を養い、その活躍を
支援することを目的とした経営塾です。
◆対象者／おおむね40歳未満の女性
農業者

◆研修期間／全５回（５月～翌年１月）
◆募集人数／20名程度
◆会場／村山総合支庁（山形市）また
は西村山地域振興局（寒河江市）

◆受講料／無料（実費負担あり）
◆申込期限／５月10日昌
◆問合せ先／山形県立農林大学校
　緯0233－22－8794
◆申込み先／西置賜農業技術普及課
　緯88－8212

山火事予防

学童保育講習会

おかえりなさいコンサート

県消費生活サポーター募集

山形県看護協会
「健康まつり」

裁判所見学会（無料）

住宅のリフォームなどを
支援します

アグリウーマン塾
受講生募集

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp
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Information お知らせInformation お知らせ

（３月届け出分）

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

島　倉　聖　矢さん
井　上　　和　さん

萩 　  生（米  沢  市    
工　藤　　啓　さん
細　谷　　唯　さん

萩 　  生（小  白  川    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  康　之（沙　智木　村　 成 　 志 く　ん

なる し

萩生

  之　洋（直　美　堀　　 響 　
ひび

 斗 く　ん
と

萩生

  竜　太（美貴子髙　橋　 虹  太  郎 く　ん
こう た ろう

小白川

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
83木　村 ミチ子さん町上萩生
82田 辺 義　子さん東山添川
82金 子 俊　子さん上野椿
92庄 司 き　よさん石原萩生
85島 貫 勘 良さん大旦添川
90大 場 ヨシエさんひめさゆり添川

３月分　　（　）内は対前月比
24転入2,387(   0）世帯数
51転出3,616（-10）男人　

口
4出生3,764（-22）女
9死亡7,380（-32）計

人の動き

　犬猫の譲り受けを希望される場合は、
譲渡前講習会の受講が必要です。置賜
保健所が保護・引き取りした犬や猫を、
新しい飼い主さんに譲渡する前に受け
ていただくものです。譲り受けを希望
しない方でも受講できますので、関心
のある方は受講してください。
◆開催日時／毎月第３木曜日
　14：00～（１時間程度）
◆会場／置賜保健所（米沢市）
◆申込・問合せ先／置賜保健所生活衛
生課緯0238－22－3750　

　山形県社会福祉協議会が介護福祉士、
社会福祉士、保育士を目指す皆さんへ
の資格取得をサポートします。申し込
み期限は５月19日晶です。
◆介護福祉士・社会福祉士
噛募集人数
・介護福祉士：約30名
・社会福祉士：若干名
噛貸付内容／すべて無利子貸付　
・月額５万円
・入学準備金20万円
・就職準備金20万円
噛返還免除／養成施設を卒業した日か
ら１年以内に、介護福祉士または社
会福祉士の登録を行い、県内の社会
福祉施設などに介護・相談援助など
の業務に就き、５年間引き続きその
業務に従事した場合は全額免除です。
◆保育士
噛募集人数：約100名
噛貸付内容／すべて無利子貸付　
・月額５万円
・入学準備金20万円
・就職準備金20万円
噛返還免除／養成施設を卒業した日か
ら１年以内に、保育士の登録を行い、
県内の施設などで保育業務に就き、
５年間引き続きその業務に従事した
場合は全額免除です。
◆問合せ先／（社福）山形県社会福祉
協議会緯023－633－7739

置賜保健所
犬猫の譲渡前講習会

山形県社会福祉協議会の
修学資金の貸付

◇
人
事
異
動
で
広
報
担
当
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
号
が

最
後
の
編
集
で
す
。
取
材
を
通
し

て
多
く
の
方
々
と
知
り
合
え
た
こ

と
は
町
職
員
と
し
て
の
宝
で
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
「
広
報
い
い
で
」
を
ど
う

ぞ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。（
か
つ
み
）

◇
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
広
報
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

佐
藤
智
昭
で
す
。
町
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
心
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

取
材
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
町

民
の
方
々
や
美
し
い
飯
豊
の
風
景

に
出
会
う
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

（
と
も
あ
き
）

◆いいで昔語りの会
　町内に伝わる昔話を町内小学校や福
祉施設の方々、観光客に披露します。
民話や語り部に興味がある方はお気
軽にお問い合わせください

◆めざみの里観光案内人
　事前に依頼のあった観光客を散居集
落展望台やどんでん平ゆり園などを
中心に観光案内します。また、めざ
みの里観光物産館やどんでん平ゆり
園で年1回～2回程度開設する臨時
観光案内所で町内の観光案内をしま
す。あなたも観光案内人になってみ
ませんか。

◆問合せ先
　町観光協会事務局緯86－2411

　県で実施の町道椿黒沢線に架かる叶
内橋（黒沢地内　勤労センター南側）
の架け替え工事が完了し、通行が可能
となりました。なお、幅員が狭い場所
があるため通行の際はご注意ください。
◆問合せ先
　役場地域整備課建設室緯87－0516

萩生萩生川川上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

勤労者研修
センター

叶内橋

下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

県道
町道

県道萩生黒沢線

至 長井

至 萩生

至 
椿

県
道
椿
長
井
線

飯豊町観光ボランティア
ガイド募集！

町道椿黒沢線
叶内橋開通のお知らせ



この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

　ツアー期間中、町内を周遊し、町の魅力や地域資源に触れ、地域行事や町民との交流などを通じ、参
加者「 飯  娘 」６名が感じた町の魅力、資源、課題を「広報いいで」にリレートークで計６回掲載してき

いい こ

ました。平成29年度も継続してプロジェクトを推進していきます。

帰郷希望女子応援プロジェクト　広報リレートーク

 髙  橋  幹  子 さん／飯豊町出身。脚本
たか はし もと こ

家・小説家。第20回フジテレビヤン
グシナリオ大賞にて大賞を受賞後、
プロデビュー。「月の恋人」「天誅 闇

の仕置人」「東野圭吾ミ
ステリーズ」「ちびま
る子ちゃん」「クズの
本懐」（フジテレビ）
「おじゃる丸」（Ｅテ
レ）など、数々の脚本

を担当するなど活躍中。

飯 娘 ６.ルイァフ

フリーアナウンサーの井上尚子さんのご協力も田園散居集落を背景に

　

町
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
が
垣
間

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
や
、
伝
統
や
文
化
が
世
代
を

超
え
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
、
ふ
る
さ
と
に
住
む
皆
さ

ん
の
「
生
き
る
力
」
を
感
じ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
自
分
自
身
が
東
京
で
ち
ゃ
ん
と

「
生
き
て
い
る
」
の
か
、
た
だ
生
活
し
て
い

る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
、
自
分
は
進
化
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
嫉
妬
も
し
ま
し
た
。

　

良
い
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
今
後
不
安
に

感
じ
ら
れ
た
面
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
ね

　

商
店
や
病
院
が
身
近
に
な
か
っ
た
り
、
交

通
手
段
が
限
ら
れ
て
い
た
り
な
ど
、
買
い
物

や
医
療
、
冬
の
除
雪
な
ど
の
問
題
は
切
実
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

ご
高
齢
の
方
が
増
え
て
い
く
中
、
血
縁
だ
け

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
縁
（
絆
）
で
カ
バ
ー

で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
続
き
ま
す
。
最

後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待
や
思
い
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
ず
っ
と
自

分
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
の
ふ
る
さ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
し
た
こ
と
で
、

昔
自
分
が
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
ん
な
素
敵
に
発
展
し
て
い
る

飯
豊
町
を
外
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
力
、
発
信
力
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
希
望
者
の
懸
念
は
恐
ら
く
就

職
先
で
す
の
で
、「
住
む
」
と
「
働
く
」
を
総

括
し
た
窓
口
の
設
置
な
ど
に
も
期
待
し
ま
す
。

　

現
在
は
東
京
に
お
住
ま
い
で
す
が
、
大
学

卒
業
後
、
地
元
飯
豊
町
で
就
職
し
、
数
年
間

勤
務
の
の
ち
に
上
京
さ
れ
ま
し
た

　

上
京
を
決
意
し
た
の
は　

歳
の
時
で
し
た
。

28

８
年
間
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
に
勤
め
ま
し

た
が
、
諦
め
き
れ
な
い
夢
が
あ
っ
た
の
で
、

　

歳
に
な
る
前
に
挑
戦
す
べ
き
だ
と
思
い
、

30決
断
し
ま
し
た
。

　

飯
豊
町
に
限
ら
ず
、
進
学
や
就
職
に
よ
り
、

そ
の
ま
ま
ふ
る
さ
と
を
離
れ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

　

自
分
が
や
り
た
い
仕
事
が
地
域
に
あ
る
か

ど
う
か
が
、
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
、
若
い
方
に
と
っ
て
は
、
刺
激
を
求

め
た
り
、
未
来
へ
の
展
望
が
こ
の
地
で
拓
け

る
の
か
と
い
っ
た
点
や
、
小
さ
な
地
域
社
会

で
の
「
し
が
ら
み
」
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

て
し
ま
い
、
ふ
る
さ
と
に
魅
力
が
な
い
と
思

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
ク
リ
ア
で
き

れ
ば
、
流
れ
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
へ
参
加
し
て
、
あ
ら
た
め
て
飯
豊

町
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ら
れ

ま
し
た
か

　
　

年
ぶ
り
に
向
き
合
っ
た
飯
豊
町
は
素
敵

13
な
変
化
を
と
げ
て
い
ま
し
た
。

　

中
津
川
に
農
家
民
宿
が
８
軒
も
誕
生
し
て

い
た
り
、
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
が
移
住

し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
獅
子
舞
な
ど
伝
統
文
化
を
若
者
が

脈
々
と
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
に
も
感
動
し

ま
し
た
し
、
以
前
は
「
に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
と
い
っ
た
若
者
の
組
織

も
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。


